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はじめに

旭川ワーキングプア研究会（代表：小林史人
弁護士）主催で公共工事現場調査を開始する旨
を前号で報告した。
調査結果を報告できる段階にはまだ至ってい
ない。そこで本稿では、各地でも同様の取り組
みが進むよう、私たちの調査の手順や内容を紹
介する。

※調査内容や方法は、研究会のメンバーである、建交労旭
川支部の経験に基本的にならっている。彼らの経験や調査
結果は、本誌の須貝卓矢論文を参照。「公共工事現場調査
で賃金実態を明らかに！」１５４号、「 ２ 年続けて上がった労
務単価が賃金に反映されたか」１５９号。

調査の手順

工事現場に入る前に行う作業は、次のとおり
である。①まず、発注部局に依頼して、工事現
場（工事受注業者）を紹介してもらう。その際、
発注部局から事業者に口添えがあると作業がよ
りスムーズにいく。②次に、工事受注業者の現
場代理人に連絡をとり、一度、調査の趣旨説明

にあがる。趣旨文書と依頼する調査内容をまと
めた文書も持参して、日程を調整する。
そして、いよいよ現場調査当日。現場代理人
からの聞き取りの後、労働者にアンケートをお
願いする。工事現場で行う場合と詰め所で行う
場合とがあるが、いずれの場合でも、基本は、
休憩時間を使わせていただく。
なお、以上のどの段階でも、調査の趣旨をよ
く理解してもらうことが重要だ。

舗装工事の現場でアンケート調査を実施中

公共工事現場に入っていこう
――旭川での調査活動より

支所のページ 北海道センター

川村　雅則

現場代理人（手前）からの聞き取り 詰め所でアンケート調査を実施しながら談笑
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 □【支所のページ】北海道センター

調査の内容

事前に依頼していた内容に従い、まず現場代
理人からは、施行体系図の写しを受け取り、工
事の概要を聞きながら、現場の労働条件を把握
する。例えば、建退共関係の資料や雇い入れ通
知書を見せていただいたり、労働時間の実態（時
間外労働や有給休暇の使用実績など）を聞くな
どだ。
次に、労働者へのアンケートを行う（資料）。
難しいことを聞くわけではない。基本的な労働
条件アンケートだ。
ただ留意すべきは、賃金の正確な把握だ。基
本給以外を受け取っている労働者は私たちの調
査ではほとんどいないが、賃金全体の正確な把

握が、労務単価との比較のために必要になる。

おわりに

労務単価の増加は果たして現場の賃金に反映
されているのか、という問題意識が作業の出発
点にある。反映されていない、という印象を現
時点では強く持つ。
もちろん、だからといって個別事業者の問題
という構図でとらえようとは思わない。本来支
払われるべき賃金（人件費）がどこで目詰まり
しているのか、また、どうすれば、お金が末端
の労働者まで流れるようになるかを考えていく
ために、まずはこうした基礎作業を行っている
のだ。各地でも同様の作業をぜひ始められたい。
（かわむら　まさのり　北海学園大学教授）

資料　労働者アンケート調査票


